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●
令
和
７
年
度
県
文
連
新
体
制

●
令
和
７
年
度
定
例
理
事
会

●
県
文
連
交
流
会

●「
ふ
く
お
か
県
芸
術
文
化
祭
２
０
２
５
」

●
県
文
連
会
員
団
体
イ
ベ
ン
ト
開
催
予
定
一
覧

●
学
校
等
芸
術
家
派
遣
事
業

●
詩

●
俳
句

●
短
歌

●
県
民
ふ
る
さ
と
文
化
講
座

●
古
代
の
対
外
交
流
を
探
る

　
　
「
福
岡
よ
か
バ
ス
」
で
現
地
探
訪

●
県
民
文
化
大
学
特
別
講
座

　

疋
田
啓
佑
先
生
が
登
壇

●
ふ
る
さ
と
文
化
誌
第
13
号

　
　
『
大
牟
田
ま
ち
物
語
』
市
に
寄
贈
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●
久
山
町
文
化
協
会
創
立
30
周
年
記
念
式
典

●
大
川
文
化
協
会
設
立
60
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

●
第
63
回
北
九
州
芸
術
祭

●
バ
レ
エ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
５

●
F
U
K
U
O
K
A

　
　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
シ
ニ
ア
美
術
展

●
ア
ジ
ア
美
術
家
連
盟
日
本
委
員
会
展

●
直
方
谷
尾
美
術
館
で
是
澤
清
一
展

● 

訃
報 

県
文
連
顧
問　

井
生
定
巳
さ
ん
、

　
　

長
澤
幸
司
さ
ん
、
河
村
哲
夫
さ
ん

●
令
和
７
年
度
九
州
・
沖
縄
文
化
団
体
協
議
会

●
福
岡
文
化
連
盟
「
藝
術
舞
台
」

●
県
文
連
新
春
の
つ
ど
い
お
知
ら
せ

●
吉
塚
だ
よ
り

表
紙
の
光
景

　
天
神
ビ
ッ
グ
バ
ン
を
彷
彿
と
さ
せ
る
高

層
ビ
ル
の
林
立
。
そ
こ
に
ゾ
ウ
、
キ
リ
ン
、

シ
マ
ウ
マ
、
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
と
、
わ
が
物
顔

に
野
生
の
動
物
た
ち
。

　
ふ
く
お
か
県
芸
術
文
化
祭
２
０
２
５

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
の
ポ
ス
タ
ー
を
見

た
瞬
間
、
友
人
の
迷
？
言
「
人
間
動
物
園
」

を
思
い
出
し
た
。
彼
の
所
属
部
署
が
そ
う

だ
と
言
う
。
奇
人
変
人
も
交
じ
っ
て
強
烈

な
個
性
の
集
ま
り
で
、
よ
く
言
え
ば
多
士

済
々
。
い
や
、
烏
合
の
衆
か
な
、
と
も
。

　
ト
ラ
ン
プ
さ
ん
の
登
場
で
世
界
が
何
や

ら
様
変
わ
り
し
た
な
、
と
思
っ
て
い
た
ら
、

日
本
社
会
も
先
の
参
院
選
で
激
動
。
実
に

多
種
多
様
な
人
々
が
共
存
す
る
社
会
な
の

だ
と
、
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。
わ
が
福

岡
県
も
む
ろ
ん
、例
外
で
は
あ
り
得
な
い
。

　
そ
ん
な
多
様
性
あ
ふ
れ
る
県
民
の
、
す

べ
て
の
皆
さ
ん
に
、
文
化
芸
術
の
楽
し
さ
、

素
晴
ら
し
さ
を
満
喫
し
て
も
ら
お
う
と
、

こ
の
秋
、
ふ
く
お
か
県
芸
術
文
化
祭
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
。
県
文
連
は
、
そ
の
主
導

的
役
割
を
担
う
。

　
文
化
芸
術
を
通
し
て
「
心
豊
か
な
生
活

と
活
力
あ
る
地
域
社
会
」
づ
く
り
を
謳
っ

て
、
装
い
も
新
た
に
し
て
の
ス
タ
ー
ト
だ
。

い
き
お
い
、
ポ
ス
タ
ー
に
も
力
が
入
っ
た
。

　
文
化
芸
術
を
満
喫
し
て
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令和７年度 県文連新体制

山北 智子 さん

大野 弘 さん

大田 精一郎 さん

八尋 汕子 さん

進 雅彦 さん

野口 都子 さん

　
常
任
理
事
で
は
、
５
地
域
別
団

体
で
県
文
連
理
事
や
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
会
長
の
交
代
が
あ
っ
た
た

め
、
次
の
通
り
新
任
者
５
人
が
決

ま
っ
た
。

▽
北
九
州
市
＝
大
野
弘
北
九
州
文

化
連
盟
会
長
（
前
任
者
は
田
中

正
直
北
九
州
文
化
連
盟
前
会
長
）

▽
福
岡
市
＝
大
田
精
一
郎
福
岡
文

化
連
盟
専
務
理
事
事
務
局
長

（
前
任
者
は
北
里
晋
福
岡
文
化

連
盟
前
専
務
理
事
事
務
局
長
）

▽
福
岡
Ⅰ
ブ
ロ
ッ
ク
＝
八
尋
汕
子

粕
屋
町
文
化
協
会
会
長
（
前
任

者
は
井
佐
子
慶
子
篠
栗
町
文
化

　
６
月
13
日
、
福
岡
市
の
博
多
サ

ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル
で
開
い
た
定
例

理
事
会
で
、
副
会
長
１
人
と
常
任

理
事
５
人
の
交
代
が
承
認
さ

れ
、
令
和
７
年
度
の
県
文
連
新
体

制
が
決
ま
っ
た
。

　
副
会
長
は
、
前
北
九
州
文
化
連

盟
会
長
の
田
中
正
直
さ
ん
の
退
任

に
伴
い
、
後
任
に
同
じ
く
北
九
州

文
化
連
盟
会
長
の
大
野
弘
さ
ん
が

就
任
し
た
。

協
会
会
長
）

▽
南
筑
後
ブ
ロ
ッ
ク
＝
野
口
都
子

大
木
町
文
化
協
会
会
長
（
前
任

者
は
木
下
修
二
大
川
文
化
協
会

会
長
）

▽
京
築
ブ
ロ
ッ
ク
＝
進
雅
彦
行
橋
市

文
化
協
会
会
長（
前
任
者
は
高

尾
康
子
吉
富
町
文
化
協
会
会
長
）

　
令
和
７
年
３
月
21
日
に
開
い
た

令
和
６
年
度
第
２
回
常
任
理
事
会

で
、
県
商
工
部
観
光
局
長
の
山
北

智
子
さ
ん
の
県
文
連
専
務
理
事
兼

事
務
局
長
就
任
を
承
認
し
た
。
山

北
さ
ん
は
４
月
１
日
に
着
任
し
た
。

　
令
和
２
年
４
月
か
ら
５
年
間
に

わ
た
り
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
を

務
め
た
江
﨑
雅
彦
さ
ん
は
任
期
満

了
で
退
任
、
県
文
連
参
与
に
就
任

し
た
。
江
﨑
さ
ん
は
、
常
任
理
事

会
で
「
就
任
時
は
コ
ロ
ナ
禍
の
最

中
だ
っ
た
が
、
県
文
連
創
立
30
周

年
記
念
誌
の
発
行
な
ど
、
皆
さ
ん

の
協
力
を
得
て
任
を
全
う
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
謝
辞
を
述

べ
た
。

 役　職 氏　名

名誉会長 服
はっ

　部
とり

　誠
せい

太
た

郎
ろう

会　　長 貫
ぬき

　　　正
まさ

　義
よし

理 事 長 宇
う

田
だ

川
がわ

　宣
のり

　人
と

副 会 長 大
おお

　野
の

　　　弘
ひろし

〃 石
いし

　川
かわ

　純
じゅん

　一
いち

〃 浦
うら

　田
た

　智
とも

　子
こ

副理事長 林
はやし

　田
だ

　ス　マ
 専務理事
兼事務局長 山

やま

　北
きた

　智
とも

　子
こ

常任理事 大
おお

　田
た

　精
せい

一
いち

郎
ろう

〃 大
おお

　野
の

　　　弘
ひろし

〃 八
や

　尋
ひろ

　汕
すわ

　子
こ

〃 山
やま

　口
ぐち

　志
し

　郎
ろう

〃 野
の

見
み

山
やま

　弘
ひろ

　次
つぐ

〃 内
うち

　野
の

　博
ひろ

　夫
お

〃 野
の

　口
ぐち

　都
みや

　子
こ

〃 吉
よし

　田
だ

　宏
こう

　司
じ

〃 進
しん

　　　雅
まさ

　彦
ひこ

石
いし

　川
かわ

　純
じゅん

　一
いち

〃 笠
かさ

　井
い

　栄
えい

　俊
しゅん

〃 小
お

　田
だ

　幸
ゆき

　久
ひさ

〃 田
た

　島
じま

　安
やす

　江
え

〃 片
かた

　山
やま

　　　健
けん

〃 椛
かば

　島
しま

　禅
ぜん

　徹
てつ

〃 木
きの

　下
した

　隆
たか

　信
のぶ

〃 古
こ

　賀
が

　　　透
とおる

監　　事 髙
たか

　瀬
せ

　昭
あき

　登
と

〃 米
よね

　村
むら

　旭
きょく

　翔
しょう

〃 市
いち

　村
むら

　智
とも

　子
こ

〃 松
まつ

　崎
ざき

　栄
えい

　一
いち

参　　与 井
い

　原
はら

　絹
きぬ

　江
え

〃 山
やま

　村
むら

　より子
こ

〃 江
え

　﨑
さき

　雅
まさ

　彦
ひこ

調 査 役 竹
たけ

　川
かわ

　克
かつ

　幸
ゆき

顧　　問 松
まつ

　尾
お

　新
しん

　吾
ご

〃 是
これ

　澤
さわ

　清
きよ

　一
かず

県文連執行体制
（令和７年度）

※太字は新任。

専
務
理
事
兼

事
務
局
長
に
山
北
さ
ん

事
務
局
も
新
体
制

副
会
長
に
大
野
さ
ん

常
任
理
事
５
人
が
交
代
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令
和
７
年
度
定
例
理
事
会

事
業
計
画
、
予
算
案
な
ど
承
認

芸
術
文
化
祭
は
県
内
38
市
町
村
で
１
２
５

の
事
業
を
実
施
し
、
34
万
人
を
超
え
る
参

加
者
が
あ
っ
た
。
県
文
連
会
員
の
皆
さ
ん

の
熱
意
に
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
」
と
述
べ

た
。

　
第
１
号
議
案
は
会
員
の
異
動
。
特
別
個

人
会
員
は
、
太
宰
府
観
光
協
会
理
事
の
松

谷
正
徳
さ
ん
、
県
文
連
専
務
理
事
兼
事
務

局
長
を
務
め
た
江
﨑
雅
彦
さ
ん
が
加
入
し

た
。
一
方
、
本
山
道
徳
さ
ん
（
令
和
６
年

11
月
逝
去
）、
松
尾
節
朗
さ
ん
（
同
12
月

退
会
）、
長
澤
幸
司
さ
ん
（
令
和
７
年
６

月
逝
去
）
が
退
会
し
た
。
特
別
個
人
会
員

は
前
年
度
か
ら
１
人
減
の
47
人
と
な
っ

た
。
賛
助
会
員
と
し
て
、
株
式
会
社
か
さ

の
家
（
太
宰
府
市
）
が
加
入
し
た
。

　
第
２
号
議
案
は
役
員
の
選
任
で
、
大
野

弘
副
会
長
の
ほ
か
５
常
任
理
事
の
新
任
が

承
認
さ
れ
た
。（
３
ペ
ー
ジ
に
詳
報
）

　
第
３
号
議
案
は
令
和
６
年
度
の
事
業
と

決
算
の
報
告
で
事
務
局
か
ら
の
説
明
が
承

　
令
和
７
年
度
の
県
文
化
団
体
連
合
会
定

例
理
事
会
は
６
月
13
日
、
博
多
サ
ン
ヒ
ル

ズ
ホ
テ
ル
瑞
雲
の
間
で
約
80
人
が
出
席
し

て
開
か
れ
、
新
た
な
執
行
部
体
制
や
事
業

計
画
、
予
算
案
な
ど
を
承
認
し
た
。

　
冒
頭
、
宇
田
川
宣
人
理
事
長
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
、
５
月
と
６
月
に
逝
去
し
た
顧

問
の
井
生
定
巳
さ
ん
と
長
澤
幸
司
さ
ん
に

出
席
者
全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ
た
。
議
長

を
務
め
た
貫
正
義
会
長
は
「
昨
年
度
に
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
、
ふ
く
お
か
県

認
さ
れ
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
ふ
く

お
か
県
芸
術
文
化
祭
２
０
２
４
」
な
ど
の

報
告
が
主
な
内
容
だ
っ
た
。
同
芸
術
文
化

祭
の
県
文
連
主
管
事
業
は
、
分
野
別
事
業

（
12
事
業
、
１
８
，
５
０
１
人
参
加
）、
地

域
別
事
業
（
９
事
業
、
１
０
，
８
７
５
人

参
加
）、
受
託
事
業
・
学
校
等
芸
術
家
派

遣
事
業
（
県
内
33
の
小
・
中
学
校
な
ど
で

開
催
、
３
，
０
６
３
人
参
加
）
だ
っ
た
。

　
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
案
と
予
算
案

が
第
４
号
議
案
で
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ

た
。
事
業
計
画
で
は
前
年
度
に
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
「
ふ
く
お
か
県
芸
術
文

化
祭
」
が
さ
ら
に
盛
り
上
が
る
よ
う
に
取

り
組
む
と
し
て
、
学
校
等
芸
術
家
派
遣
事

業
を
前
年
同
様
に
実
施
し
、
県
文
連
加
盟

団
体
が
担
当
す
る
分
野
別
・
地
域
別
事
業

も
こ
れ
ま
で
通
り
開
催
す
る
。
県
民
ふ
る

さ
と
文
化
講
座
や
現
地
探
訪
、
県
民
文
化

大
学
特
別
講
座
な
ど
を
開
催
す
る
ほ
か
、

「
ふ
る
さ
と
文
化
誌
」
編
さ
ん
事
業
と
し

て
『
春
日
ま
ち
物
語
（
仮
題
）』
を
発
行

す
る
。
予
算
（
一
般
会
計
）
は
総
額
３
５

６
３
万
５
千
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　
福
岡
県
の
担
当
者
か
ら
「
ふ
く
お
か
県

芸
術
文
化
祭
２
０
２
５
」
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
っ
た
。

貫会長開会あいさつ

新特別個人会員の松谷さん（左）と江﨑さん
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【
ホ
ル
ン
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
】

▽
髙
木
和
敏
氏
が
主
宰
す
る
ホ
ル
ン
カ
ル
テ
ッ
ト

【
カ
ラ
オ
ケ
】

▽
香
の
会
椛
島
禅
徹
会
長
、
県
美
術
協
会
小
田
部

黄
太
理
事
長
、
県
文
連
調
査
役
竹
川
克
幸
さ
ん
、

太
宰
府
市
文
化
協
会
髙
瀬
昭
登
さ
ん
、
桂
川
町
文

化
連
合
会
堀
井
敏
男
会
長
、
県
吟
剣
詩
舞
道
総
連

盟
辻
重
霊
さ
ん
、
志
免
町
文
化
協
会
山
田
忠
政
会

長
、
古
賀
市
文
化
協
会
吉
田
義
徳
会
長

【
博
多
祝
い
唄
】

▽
県
吟
剣
詩
舞
道
総
連
盟
笠
井
英
俊
会
長
、
同
連

盟
吉
丸
華
城
さ
ん
、
辻
重
霊
さ
ん

【
博
多
手
一
本
】

県
吟
剣
詩
舞
道
総
連
盟
笠
井
英
俊
会
長

ホルンカルテットのミニコンサート

県
文
連
交
流
会

　
県
文
化
団
体
連
合
会
の
令
和
７
年
度
交

流
会
は
６
月
13
日
、
定
例
理
事
会
に
続
い

て
博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル
瑞
雲
の
間
で

開
か
れ
、
理
事
や
特
別
個
人
会
員
ら
76
人

が
参
加
し
た
。

　
石
川
純
一
副
会
長
が
開
会
の
こ
と
ば
を

述
べ
た
。
貫
正
義
会
長
は
「
新
た
な
取
り

組
み
だ
っ
た
昨
年
度
の
ふ
く
お
か
県
芸
術

文
化
祭
で
は
、
県
文
連
の
皆
さ
ん
も
日
ご

ろ
の
取
り
組
み
の
成
果
を
披
露
し
て
い
た

だ
い
た
。
今
年
も
皆
さ
ん
の
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
交
流
会
は
短
い
時
間
で
す

が
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
こ
の
後
、
髙
木
和
敏
さ
ん
が
主
宰
す
る

ホ
ル
ン
カ
ル
テ
ッ
ト
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

が
あ
り
「
菩
提
樹
」
な
ど
の
曲
が
披
露
さ

れ
た
。
芸
術
家
派
遣
事
業
で
子
ど
も
た
ち

に
音
楽
の
楽
し
さ
を
教
え
て
い
る
と
い
う

髙
木
さ
ん
は
、
ホ
ル
ン
の
成
り
立
ち
な
ど

に
つ
い
て
も
説
明
し
た
。
最
後
は
地
元
の

民
謡
「
黒
田
節
」
を
演
奏
し
た
。

　
乾
杯
の
音
頭
は
、
宇
田
川
宣
人
理
事
長

が
と
っ
た
。
懇
談
の
時
間
に
移
っ
て
、
10

の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
だ
出
席
者
は
コ
ー
ス

料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
歓
談
し
交
流
を
深

め
た
。

　
会
場
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
カ

ラ
オ
ケ
も
始
ま
り
、
福
岡
県
美

術
協
会
理
事
長
（
当
時
）
の
小

田
部
黄
太
さ
ん
、
県
文
連
調
査

役
の
竹
川
克
幸
さ
ん
、
桂
川
町

文
化
連
合
会
会
長
の
堀
井
敏
男

さ
ん
ら
が
自
慢
の
の
ど
を
次
々

に
披
露
し
た
。

　
最
後
は
、
閉
会
の
こ
と
ば
を

林
田
ス
マ
副
理
事
長
が
述
べ
、

福
岡
県
吟
剣
詩
舞
道
総
連
盟
の

笠
井
栄
俊
さ
ん
ら
に
よ
っ
て
恒

例
の
博
多
祝
い
唄
が
歌
わ
れ
、

手
一
本
で
締
め
く
く
っ
た
。

宇田川理事長　乾杯の音頭

香の会の椛島会長 県美術協会の小田部理事長

閉会を告げる林田副理事長博多手一本
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「
ふ
く
お
か
県
芸
術
文
化
祭
２
０
２
５
」開
催

みて、きいて、さわって。
文化芸術の秋を
　　五感で楽しもう。

　
今
回
は
、分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
、

「
第
74
回
福
岡
三
曲
協
会　
箏
、
三
絃
、
尺

八
秋
季
演
奏
大
会
」
が
加
わ
り
、
13
事
業

と
な
り
、
地
域
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
９

　
県
民
文
化
祭
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た「
ふ
く
お
か
県
芸
術
文
化
祭
」
が
２
年

目
を
迎
え
10
月
か
ら
12
月
の
間
に
開
催
さ

れ
る
。
今
回
は
、
９
月
21
日
に
Ｊ
Ｒ
博
多

駅
前
広
場
で
、プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
及
び
芸
術
文
化
祭

の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
開
幕
前
の
機
運
醸
成
を

図
る
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
で
は
、
芸
術
文

化
祭
の
開
幕
を
県
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と

と
も
に
、
多
彩
な
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機

会
を
提
供
す
る
た
め
、
10
月
４・
５
日
開

催
の
メ
イ
ン
会
場（
天
神
中
央
公
園
・
ア

ク
ロ
ス
福
岡
ア
ト
リ
ウ
ム
）
や
10
月
11
日

の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場（
イ
オ
ン
モ
ー
ル
大

牟
田
）
で
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
ブ
ー
ス

展
示
な
ど
を
実
施
す
る
。

　
開
催
さ
れ
る
事
業
は
、
昨
年
同
様
▽
次

代
を
担
う
子
ど
も
文
化
芸
術
鑑
賞
・
体
験

事
業
▽
地
域
文
化
芸
術
創
造
事
業
▽
伝
統

芸
能
魅
力
発
信
事
業
な
ど
が
あ
る
。

事
業
と
と
と
も
に
、
鍛
練
を
重
ね
た
芸
能

と
地
域
の
特
色
あ
る
文
化
を
披
露
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
に
、
県
主
催
事
業
や
参

加
事
業
を
含
め
て
昨
年
度
以
上
の
盛
り
上

が
り
が
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作

成
し
活
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
ふ
く
お
か
県
芸
術
文
化
祭
」
の
認
知
度
を
高
め
開
催
事
業
の

一
体
感
を
創
出
し
よ
う
と「
み
て
、
き
い
て
、
さ
わ
っ
て
、
文
化

芸
術
の
秋
を
五
感
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
思
い
を

込
め
て
、
芸
術
文
化
祭
を
象
徴
す
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
誕
生
し
た
。

　
今
年
１
月
、
県
内
の
法
人
、
個
人
を
対
象
に
企
画
案
を
公
募
。

デ
ザ
イ
ン
20
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。デ
ザ
イ
ン
分
野
の
専
門
家
や
、

昨
年
度
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
の
企
画・
運
営
に
携
わ
っ
た
学

生
ら
５
人
の
選
定
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
決
定
し
た
。

　
「
文
化
芸
術
の
秋
を
五
感
で
楽
し
も
う
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
五
感
の
う
ち
創
造
の
源
で
あ
る
視
覚（
目
）、
聴
覚（
耳
）、
触

覚（
手
）
を
モ
チ
ー
フ
に
、
躍
動
感
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
と
し
た
。

　
ま
た
色
は
、
福
岡
県
の
花「
梅
」
と
、
県
の
鳥「
ウ
グ
イ
ス
」
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
ピ
ン
ク
と
緑
を
使
っ
て
い
る
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
誕
生
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事業区分 事業名 開催日 開催地 会場

分
野
別
事
業
13

合　唱 第31回ヴォーカルアンサンブル・
フェスティバル 10月12日（日） 飯塚市 イイヅカコスモスコモン

中ホール

太　鼓 福岡県和太鼓フェスティバル 12月21日（日） 朝倉市 ピーポート甘木

吟剣詩舞 吟剣詩舞フェスティバル 10月19日（日） 筑紫野市 筑紫野市生涯学習センター

俳句 俳句大会 11月19日（水） 福岡市 ホテルニューオータニ博多

短歌 短歌大会 10月26日（日） 春日市 クローバープラザ

茶会 第33回県民茶会 11月16日（日） 糸島市 国登録有形文化財
「椛島家住宅」

筑前琵琶 第74回筑前琵琶鑑賞会 11月16日（日） 福岡市 成就院

押し花 押し花フェスティバル 10月24日（金）
～26日（日） 福岡市 アクロス福岡２階　

交流ギャラリー

中文連 第22回筑紫地区中学校総合文化祭 11月9日（日） 太宰府市 プラム・カルコア太宰府

バレエ 第17回バレエフェスティバル 10月13日
（月・祝） 那珂川市 ミリカローデン那珂川

詩 Poetry History　福岡の詩 今昔

10月18日（土）
＝福岡市、11月
9日（日）＝久留
米市　11月24
日（月・振）＝北
九州市

福岡市
久留米市
北九州市

アクロス福岡606会議室
久留米大学御井キャンパス
北九州市立文学館

三曲 第74回福岡三曲協会　箏、三絃、
尺八秋季演奏大会 10月19日（日） 福岡市 なみきスクエア

県展 第80回福岡県美術展覧会（県展）
9月2日（火）～
11月24日
（月・振）

福岡市
他３市 福岡県立美術館他３会場

地
域
別
事
業
９

北九州市 「無法松の一生」演劇公演 11月22日（土）、
23日（日） 北九州市 J:COM北九州芸術劇場　

中劇場

福岡市 第20回福岡文化連盟祭り
藝術舞台2025 10月26日（日） 福岡市 福岡市民ホール

福岡Ⅰブロック 福岡Ⅰブロック芸術文化のつどい 10月26日（日） 久山町 レスポアール久山

福岡Ⅱブロック 第28回福岡Ⅱブロック
「芸術の祭典」in太宰府

10月25日（土）、
26日（日） 太宰府市 プラム・カルコア太宰府

北九州ブロック 北九州ブロック芸能のつどい 12月7日（日） 直方市 ユメニティのおがた

北筑後ブロック 北筑後ブロック芸能祭 11月8日（土）、
9日（日） 小郡市 小郡市文化会館

小郡市生涯学習センター

南筑後ブロック 南筑後ブロック芸能フェスティバル
in八女 10月25日（土） 八女市 おりなす八女ハーモニー

ホール

筑豊ブロック ふくおかどまんなかフェスティバル 12月14日（日） 桂川町 桂川町住民センター

京築ブロック 第26回京築ふるさと文化祭 11月22日（土）、
23日（日） 行橋市 コスメイト行橋

県文連会員団体イベント開催予定一覧
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（注）開催日は、変更になる場合があります。

学
校
等

芸
術
家

派
遣
事
業

学
校
等

芸
術
家

派
遣
事
業

　
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

学
校
等
に
派
遣
し
て
、
子
ど

も
た
ち
に
真
の
芸
術
を
体
験

さ
せ
る
「
学
校
等
芸
術
家
派

遣
事
業
」
は
、
2
年
目
を
迎

え
た
。
前
身
の
「
芸
術
体
験

講
座
」
か
ら
21
回
を
数
え
、

今
年
は
、県
内
の
小・中
学
校
、

特
別
支
援
学
校
、
児
童
養
護

施
設
、
病
院
内
の
院
内
学
級

の
37
校
等
で
行
う
。

　
演
劇
、
音
楽
、
ダ
ン
ス
、
邦

楽
・
伝
統
芸
能
、
総
合
芸
術

の
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
、
17
の
プ

ロ
集
団
が
参
加
す
る
。

　
学
校
等
芸
術
家
派
遣
事
業

は
、
県
内
で
活
躍
す
る
プ
ロ

芸
術
家
の
25
集
団
・
個
人
の

登
録
を
受
け
、
学
校
側
の
要

請
に
応
じ
て
派
遣
し
て
い
る
。

こ
の
21
年
間
に
累
計
５
５
５

校
な
ど
で
実
施
し
た
こ
と
に

な
る
。

市町村等 学校等名 分野 開催日 芸術団体名

北九州市

く き の う み 小 伝統芸能 9月 18日（木） 山崎北山・宮本直美
花 房 小 総合芸術 10月   8 日（水） Office トゥルース
菊 陵 中 ダンス 11月 21日（金） シン・ダンシング・ブリーズ
河 内 小 音楽 11月 20日（木） ＳＩＯＮ
藤 松 小 伝統芸能 11月 27日（木） 和楽団ジャパンマーベラス
花 尾 小 伝統芸能 12月   1 日（月） 福岡大蔵会
戸 畑 中 央 小 伝統芸能 12月   9 日（火） 福岡大蔵会
青 山 小 音楽 12月 16日（火） ふれあいコンサート実行委員会
萩 原 小 音楽 12月 16日（火） ふれあいコンサート実行委員会

福岡市
曰 佐 小 伝統芸能 9月   8 日（月） 福岡市能楽協議会
東 光 中 音楽 10月   6 日（月） パーカッションアンサンブルよか音
長 尾 小 音楽 11月 25日（火） パーカッションアンサンブルよか音

久留米市
日 吉 小 伝統芸能 10月 31日（金） （公社）日本舞踊協会福岡県支部
江 上 小 伝統芸能 11月 26日（水） 福岡大蔵会
小 森 野 小 総合芸術 12月 11日（木） Office トゥルース

八女市 三 河 小 伝統芸能 10月 31日（金） 和楽団ジャパンマーベラス
大川市 木 室 小 伝統芸能 11月   6 日（木） 和楽団ジャパンマーベラス
大野城市 下 大 利 小 伝統芸能 10月 16日（木） 和楽ユニット風絃
嘉麻市 熊 ヶ 畑 小 総合芸術 11月 26日（水） Office トゥルース
糸島市 志摩中学校姫島分校 音楽 10月   3 日（金） ミュージック コンソート
筑前町 夜 須 中 音楽 11月   5 日（水） 福岡ホルンアンサンブル
大刀洗町 大 刀 洗 小 ダンス 10月 10日（金） 福岡県ダンススポーツ連盟
添田町 添 田 中 伝統芸能 10月 15日（水） 山崎北山・宮本直美
大任町 今 任 小 音楽 10月 29日（水） ミュージック コンソート
築上町 葛 城 小 音楽 12月 18日（木） ＳＩＯＮ

県立
筑 後 特 別 支 援 音楽 12月 11日（木） 九州打楽器合奏団
築 城 特 別 支 援 音楽 12月 12日（金） ふれあいコンサート実行委員会

北九州市立 八 幡 特 別 支 援 音楽 11月 10日（月） パーカッションアンサンブルよか音

福岡市立
東 福 岡 特 別 支 援 音楽 10月   1 日（水） 九州打楽器合奏団
南 福 岡 特 別 支 援 音楽 11月   4 日（火） 九州打楽器合奏団

児童養護施設

若 葉 荘 演劇 9月 13日（土） 劇団さんぽ
報 恩 母 の 家 総合芸術 9月 21日（日） Office トゥルース
白 梅 学 園　 総合芸術 10月 19日（日） Office トゥルース
双 葉 学 園 み の り 演劇 11月   1 日（土） 結実企画
久 留 米 天 使 園 演劇 11月   1 日（土） 劇団さんぽ

院内学級
九 州 大 学 病 院 音楽 9月 17日（水） ＳＩＯＮ
久 留 米 大 学 病 院 音楽 9月 19日（金） 九州打楽器合奏団
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詩

ハ
ナ
ミ
ズ
キ

降
戸
　
輝

木
陰
で
胸
像
が
憮
然
と
し
て
い
る

銘
板
の
文
章
は
誰
が
記
し
た
の
か

人
々
か
ら
親
し
ま
れ
尊
敬
さ
れ
た
と
い
う
人
物
は

半
世
紀
の
間

ず
っ
と
唇
を
引
き
締
め
て

今
も
街
を
見
つ
め
て
い
る

青
銅
製
の
頭
の
上
の
赤
い
実
は

鳥
の
イ
タ
ズ
ラ
な
の
か

風
の
祈
り
な
の
か

木
洩
れ
日
を
細
か
に
反
射
し
て
い
る

指
先
を
蛇
口
の
水
で
す
す
ぎ

つ
ま
ん
で
ハ
ン
カ
チ
に
包
ん
だ

ビ
ル
群
の
上
空
を

清
ら
か
な
白
い
軌
道
が
走
っ
て
い
く

胸
像
の
傍
ら
に
座
り

友
人
か
ら
も
ら
っ
た
ば
か
り
の
本
を
開
く
と

遠
く
忘
れ
て
い
た
言
葉
を
見
つ
け
て

マ
ー
カ
ー
を
引
く

葬
　
列

サ
ラ
・
カ
イ
リ
イ

蟬
が
な
き
は
じ
め
た
か
ら
眠
り
ま
し
ょ
う

醒
め
た
あ
た
ま
に
や
け
に
喧
し
い
音
色
で
す

小
さ
な
シ
ン
バ
ル
を
鈴
を

足
も
と
に
く
く
り
つ
け
た
小
鬼
が

夜
の
公
園
を
駆
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か

夢
と
現
の
あ
わ
い
に
い
る
あ
な
た
が

ゆ
っ
く
り
と
寝
返
り
を
う
ち
ま
す

　
あ
れ
は
蟬
だ
よ

　
日
が
昇
れ
ば
じ
き
に
眠
る

　
夜
の
あ
い
だ
饗
宴
を
張
る

死
骸
の
よ
う
な
　
い
く
つ
も
の
抜
け
殻
が

道
の
端
に
つ
つ
ま
し
く
転
が
っ
て

背
面
に
ぴ
り
り
と
入
っ
た
亀
裂
は

ど
れ
も
迷
い
が
な
か
っ
た

　
な
い
て
な
い
て
し
ん
で
し
ま
う

ポ
ス
ト
の
下
に
　
蟬
が
ひ
っ
く
り
返
っ
て
い
ま
し
た

す
で
に
蟻
は
行
列
を
な
し
て
い
ま
し
た…

あ
な
た
　
も
う
寝
た
の
で
し
ょ
う

わ
た
し
は
ま
だ
蟬
の
声
に

夢
を
奪
わ
れ
て
い
る

造
反
の
庭

大
土
由
美

高
名
な
庭
師
の
完
璧
な
設
え
の

老
舗
旅
館
の
日
本
庭
園

本
格
的
な
茶
室
す
ら
あ
る

瓢
箪
池
の
そ
ば
の

枝
振
り
の
見
事
な
黒
松
の
下

苔
む
し
た
雪
見
灯
籠

そ
の
ひ
と
ひ
ろ
も
あ
る
笠
の
上

ち
ぎ
れ
た
ば
か
り
の
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
の
首
が

血
を
流
し

の
の
字
に
粛
然
と
置
か
れ
て
い
る

明
朝
大
雪
降
る
と
い
い
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【
俳
誌
名
五
十
音
順
】

「
青
嶺
」
主
宰
　
岸
原
清
行

「
青
嶺
」
は
平
成
十
三
年
、「
地
平
」
継
承
。

師
系
は
野
見
山
朱
鳥
、
児
玉
南
草
。
岸
原
は
現

在
、
県
俳
句
協
会
顧
問
、（
社
）
俳
人
協
会
名

誉
会
員
。

鯉

幟

戦

後

八

十

年

の

空

只

今

と

し

き

り

声

挙

ぐ

時

鳥

大
茅
の
輪
潜
り
千
歳
の
杉
仰
ぐ

鯉
　
幟

「
冬
野
」
主
宰
　
持
永
真
理
子

「
冬
野
」
は
、
大
正
十
二
年
創
刊
。
令
和
三
年

二
月
、
五
代
目
の
主
宰
継
承
。
師
系
・
高
濱
虚
子
、

高
濱
年
尾
、
稲
畑
汀
子
、
稲
畑
廣
太
郎
。
花
鳥

諷
詠
を
信
条
に
面
白
み
の
あ
る
句
を
目
指
し
た

い
。

「
さ
わ
ら
び
」
主
宰
　
介
弘
紀
子

昭
和
二
十
二
年
、
川
上
朴
史
が
大
牟
田
で
創
刊
。

平
成
三
十
年
第
四
代
主
宰
と
な
る
。
師
系
は
、

稲
畑
汀
子
、
稲
畑
廣
太
郎
。
客
観
写
生
、
花
鳥

諷
詠
を
理
念
と
す
る
。
（
公
・
社
）
日
本
伝
統

俳
句
協
会
理
事
。

「
光
円
」
主
宰
　
服
部
た
か
子

「
光
円
」
は
「
円
」
終
刊
を
継
ぎ
平
成
二
十
年

七
月
、
田
代
朝
子
の
下
に
創
刊
。
二
十
七
年
主

宰
交
代
。
師
系
は
岡
部
六
弥
太
。
自
然
と
人
と

の
交
響
を
詠
む
。

小

屋

番
の

漢

二

人

や

腰

団

扇

浜
風
を
待
ち
て
団
扇
を
手
ば
な
せ
ず

激

辛
の

屋

台

料

理

や

渋

団

扇

「
天
籟
通
信
」
代
表
　
福
本
弘
明

昭
和
四
十
年
、
穴
井
太
が
北
九
州
市
で
創
刊
。

高
く
遊
ぶ
こ
と
を
旨
と
し
、
自
由
で
個
性
豊
か

な
集
団
を
目
指
す
月
刊
同
人
誌
。
現
代
俳
句
協

会
副
会
長
を
務
め
る
。

「
玄
海
」
主
宰
　
大
石
靖
子

「
玄
海
」
は
平
成
六
年
、
小
島
隆
保
が
博
多
で

創
刊
。
師
系
は
高
濱
虚
子
、
高
濱
年
尾
、
稲
畑

汀
子
、
稲
畑
廣
太
郎
。
花
鳥
諷
詠
の
理
念
を
現

代
の
視
点
で
問
い
続
け
る
。
平
成
二
十
八
年
三

代
目
主
宰
と
な
る
。

「
自
鳴
鐘
」
主
宰
　
寺
井
谷
子

「
自
鳴
鐘
」
は
、
昭
和
十
二
年
横
山
白
虹
に
よ

り
創
刊
、
二
十
三
年
に
復
刊
。
平
成
十
九
年
横

山
房
子
逝
去
に
よ
り
主
宰
継
承
。
現
代
俳
句
協

会
特
別
顧
問
。

蟬
捕
り
の
凱
旋
網
を
高
く
し
て

喪
心
に
つ
か
ず
離
れ
ず
梅
雨
の
蝶

生
も
死
も
気
軽
に
語
り
ゐ
る
端
居

蟬
捕
り

青
信
号
い
く
つ
渡
れ
ば
紅
葉
山

挙
手
の
手
が
秋
天
を
向
く
参
観
日

露
地
物
の
南
瓜
野
武
士
の
面
構
え

野
武
士

あ
ぢ
さ
ゐ
の
ま
だ
色
を
決
め
か
ね
て
ゐ
る

人

生

の
一
齣

の
い

ろ

額

の

花

あ
ぢ
さ
ゐ
は
変
化
す
現
し
世
は
輪
廻

あ
ぢ
さ
ゐ

団
　
扇

時
雨
る
る
や
橙
色
の
本
屋
の
灯

時
雨
虹
掛
か
る
と
す
れ
ば
あ
の
辺
り

首
あ
げ
ね
ば
冬
青
空
は
見
え
な
い
よ

あ
の
辺
り

萩
の
庭

夕

影

の
一
光

と

ど

く

萩

の

花

夕
影
を
負
い
白
萩
の
な
お
白
し

父
愛
で
し
大
樹
の
影
や
秋
暑
し
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こ
れ
ま
で
の
ジ
グ
ザ
グ
の
道
こ
れ
か
ら
の
一
本
の
道   

あ
あ
夕
焼
け
だ

空
中
に
ち
ょ
っ
と
留
ま
っ
て
我
を
見
て
考
え
た
の
ち
飛
び
去
る
ト
ン
ボ

カ
サ
サ
ギ
の
高
き
だ
み
声
聞
こ
え
て
た
屋
敷
木
立
は
跡
形
も
な
し

街
な
か
の
小
さ
な
緑
に
生
き
て
ゐ
た
カ
サ
サ
ギ
親
子
白
く
羽
ば
た
く

久
々
に
幼
な
じ
み
の
文
の
来
て
孫
な
き
こ
と
を
悔
や
み
書
き
い
る

島
の
家
は
開
け
放
た
れ
て
人
気
な
し
軒
の
伸
し
蛸
風
に
揺
れ
い
る

「
形
」と
う
一
枚
の
絵
葉
書
頂
き
し
よ
り
の
二
十
年
我
等
が
二
十
年

参
道
に
勢
い
て
低
き
藪
蘭
の
一
葉
一
葉
の
照
り
美
し
き

ボ
ル
シ
チ
の
種
類
多
か
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ビ
ー
ツ
入
る
を
確
か
め
て
買
う

三
年
経
て
ま
た
椿
咲
く
ボ
ル
シ
チ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
風
か
み
し
め
食
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
よ
り
三
年
経
つ
二
月
）

内
藤
　
賢
司

　「
歩
行
」

中
村
　
仁
彦

   

「
コ
ス
モ
ス
」

渡
邉
　
和
子

 

「
若
竹
」

河
野
　
幸
子

「
八
雁
」

松
本
千
恵
乃

「
未
来
」

ひ
と
け
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９月から後半スタート
県民ふるさと文化講座

「
福
岡
よ
か
バ
ス
」で
現
地
探
訪

　
「
わ
れ
ら
が
街
を
知
る　
ふ

る
さ
と
は
い
か
に
し
て
成
っ
た

か
」
を
年
間
テ
ー
マ
に
し
た
県

文
連
の
令
和
７
年
度
県
民
ふ
る

さ
と
文
化
講
座
は
、
９
月
18
日

か
ら
後
半
に
入
る
。

　
９
月
の
「
小
倉
城
と
城
下
町

の
歴
史
」
を
皮
切
り
に
、
江
戸

時
代
の
大
牟
田
、秋
月
と
甘
木
、

直
方
の
各
地
域
に
焦
点
を
当

て
、
講
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
歴
史
や
文
化
な
ど
に
つ
い
て

語
る
。
令
和
８
年
１
月
か
ら
３

月
ま
で
は
未
定
。

　
会
場
は
ア
ク
ロ
ス
福
岡
２
階

セ
ミ
ナ
ー
室
で
、
毎
月
第
３
木

曜
日
の
午
後
１
時
半
〜
３
時
。

受
講
料
は
１
回
千
円
。
定
員
は

60
人
、
先
着
順
。
申
し
込
み
は

県
文
連
事
務
局
へ
。

電　
話　

０
９
２
（
６
４
３
）
２
８
７
５

フ
ァ
ク
ス

０
９
２
（
６
４
３
）
２
８
７
６

　
令
和
７
年
度
の
県
文
連
の
現
地
探
訪
は
「
赤
司
善
彦
氏
と
行
く

　
古
代
の
対
外
交
流
を
探
る
旅
」
と
題
し
て
10
月
17
日
と
30
日
の

両
日
、日
帰
り
で
実
施
す
る
。
今
回
は
福
岡
県
観
光
局
と
連
携
し
、

県
内
を
バ
ス
で
周
遊
す
る
「
福
岡
よ
か
バ
ス
」
を
活
用
し
て
巡
る
。

　
主
な
コ
ー
ス
は
、
古
代
の
外
交
施
設
だ
っ
た
鴻
臚
館
跡
展
示
館

（
福
岡
市
中
央
区
）
―

博
多
湾
や
志
賀
島
を
望
む
西
公
園
（
同
区
）

―
か
つ
て
「
西
の
都
」
と
呼
ば
れ
た
大
宰
府
政
庁
跡
（
太
宰
府
市
）

―

大
宰
府
展
示
館
（
同
）
―

九
州
国
立
博
物
館
・
太
宰
府
天
満
宮

（
同
）。
現
地
や
車
中
で
、
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
館
長
で
九
州

国
立
博
物
館
名
誉
館
員
の
赤
司
さ
ん
が
解
説
す
る
。
昼
食
は
、
グ

ラ
ン
ド
エ
ン
パ
イ
ア
ホ
テ
ル
（
大
野
城
市
）。

　
両
日
と
も
午
前
９
時
、Ｊ
Ｒ
博
多
駅
前
を
出
発
、
午
後
５
時
半

ご
ろ
同
駅
前
着
。
参
加
費
は
１
人
１
万
８
０
０
円
（
昼
食
代
、
九

州
国
立
博
物
館
な
ど
の
入
館
料
含
む
）。
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込

み
は
第
一
観
光
株
式
会
社
＝
０
９
２
（
２
７
１
）
０
０
４
４
。

日　程 テ ー マ 講　　師

９月１８日（木）

＊状況により日程・内容は、変更する場合があります。その際には、事前にご連絡いたします。

「小倉城と城下町の歴史」

１０月１６日（木） 「大牟田　三池藩の成立と展開」

１１月２０日（木） 「筑前の小京都 城下町秋月と商都甘木」

１２月１８日（木） 「直方　忽然と成立したニュータウン」

北九州市自然史・歴史博物館 学芸員　守友　 隆

三池カルタ・歴史資料館 館　長　梶原 伸介

日本経済大学経済学部 教　授　竹川 克幸

直方郷土研究会 会　長　牛嶋 英俊

令和７年度　県民ふるさと文化講座
～われらが街を知る　ふるさとはいかにして成ったか～

○会場 アクロス福岡２階セミナー室　○時間 13：30～15：00　○受講料　1,000円

古
代
の
対
外
交
流
を
探
る

〒812-0035 福岡市博多区中呉服町5-8　観光庁長官登録旅行業第1508号
総合旅行業務取扱管理者/一瀬万理子　全国旅行業協会会員

※詳しい旅行条件を説明した書面をお渡し致しますので、事前にご確認の上お申し込み下さい。

■旅行企画・実施 第一観光株式会社

※お客様から得た個人情報はお客様との連絡、運送・宿泊機関・お土産店などの手配及びお客様へのDMの
　発送等必要な範囲で利用させて頂きます。
※お客様から得た個人情報はお客様との連絡、運送・宿泊機関・お土産店などの手配及びお客様へのDMの
　発送等必要な範囲で利用させて頂きます。

お申込は TEL：第一観光 検索 インターネット
予約受付中!

■最少催行人員25名
■添乗員同行
■最少催行人員25名
■添乗員同行

■利用予定バス会社/西鉄観光バス又は
　堀川観光バス又は同等クラス
■利用予定バス会社/西鉄観光バス又は
　堀川観光バス又は同等クラス

～福岡学びと癒やしの旅～～福岡学びと癒やしの旅～
｢邪馬台国・鴻臚館そして菅原道真に至る外交｣講座｢邪馬台国・鴻臚館そして菅原道真に至る外交｣講座

料理 /イメージ料理 /イメージ

イメージイメージ

イメージイメージ
イメージイメージ

旅行代金（大人お一人様）旅行代金（大人お一人様）

出発日出発日

17（金）•30（木）17（金）•30（木）10月

昼食付、九州国立博物館・大宰府展示館入館料含む昼食付、九州国立博物館・大宰府展示館入館料含む

古
代
の
対
外
交
流
を
探
る
旅

古
代
の
対
外
交
流
を
探
る
旅

説
明
を
聞
き
逃
さ
な
い
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
付
!!

説
明
を
聞
き
逃
さ
な
い
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
付
!!

A710
日帰り

博多駅（9:00）ー鴻臚館跡展示館（発掘当時のまま残された遺構や出土
品、復元建物などを見学）ー西公園（博多湾、志賀島を望む絶景の中で
外交の役割や古代の国際交流の舞台を感じる）ーグランドエンパイアホ
テル（上質な空間で、季節の食材を活かしたパスタランチコースをご堪
能）ー大宰府政庁跡（かつては「西の都」と呼ばれた日本の防衛と国際交
流の最前線を見学）…大宰府展示館（発掘調査で見つかった遺構や出
土品を間近で見学）ー九州国立博物館（展示室内での外交講座拝聴と
太宰府天満宮参拝と参道でお買物）ー博多駅（17:30頃）
※バス車中での解説タイムもお楽しみ♪

大宰府政庁跡

九州国立博物館

鴻臚館跡展示館

お
品
書
き

・
旬
魚
介
の
フ
リ
ッ
ト
・
有
機
レ
モ
ン
の
香
り

・
旬
野
菜
と
ス
イ
カ
の
ガ
ス
パ
チ
ョ 

・
バ
ジ
ル
の
香
り

・
旬
野
菜
と
ケ
ッ
パ
ー
の
ペ
ス
カ
ト
ー
レ

・
ト
ロ
ピ
カ
ル
フ
ル
ー
ツ
の
コ
ン
ポ
ー
ト
と

  

軽
い
チ
ー
ズ
の
ム
ー
ス
に

  

マ
ン
ゴ
ー
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
の
せ
て

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー
又
は
紅
茶

・
天
然
酵
母
の
自
家
製
フ
ォ
カ
ッ
チ
ャ

円10,800 円10,800

福岡よかバスで行く!

大野城心のふるさと館 /
赤司善彦館長
大野城心のふるさと館 /
赤司善彦館長

赤
司
善
彦
氏
と
行
く

赤
司
善
彦
氏
と
行
く

九
州
国
立
博
物
館
名
誉
館
員

九
州
国
立
博
物
館
名
誉
館
員

大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
長

大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
長

※歩きやすい靴でご参加下さい。※歩きやすい靴でご参加下さい。
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７
月
17
日
、
ア
ク
ロ
ス
福
岡

研
修
室
で
行
っ
た
令
和
７
年
度

県
民
文
化
大
学
特
別
講
座
に
福

岡
女
子
大
名
誉
教
授
の
疋
田
啓

佑
先
生
が
登
壇
、「
現
代
に
生

き
る
陽
明
学
」
を
講
義
し
た
。

　
陽
明
学
は
、
中
国
・
明
代
の
儒
者
、
王
陽
明
（
１
４
７
２ 

〜
１
５

２
８
）
の
思
想
。
知
行
合
一
説
、
致
良
知
説
が
そ
の
根
幹
を
な
し
、

政
治
家
、
財
界
人
、
文
学
者
な
ど
現
代
日
本
に
も
根
付
い
て
い
る
。

　
疋
田
先
生
は
、
孔
子
、
孟
子
か
ら
王
陽
明
に
至
る
思
想
の
系
譜
や
、

朱
子
学
と
の
対
比
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
、
王
陽
明
の
著
作
『
伝
習
録
』

を
抄
出
し
て
解
説
し
た
。

　
疋
田
先
生
は
、
今
年
３
月
ま
で
15
年
間
に
わ
た
っ
て
、
県
民
大
学

の
講
師
と
し
て
儒
学
や
中
国
古
典
の
通
年
講
座
を
担
当
、
県
文
連
会

員
に
は
な
じ
み
が
深
い
。

　
今
回
の
特
別
講
座
で
も
、
永
年
、
先
生
の
講
座
で
学
ん
で
き
た
受

講
生
の
姿
が
目
立
っ
た
。

　
テ
キ
ス
ト
の
末
尾
に
「
私
の
好
き
な
王
陽
明
の
言
葉
」
と
し
て
「
人

生
大
病
、
只
是
一
傲
字
」
が
記
さ
れ
て
い
た
。
驕
る
こ
と
な
く
、
ど

こ
ま
で
も
謙
虚
に
生
き
抜
く
、
と
い
う
先
生
の
座
右
の
銘
は
、
受
講

生
に
贈
る
言
葉
で
も
あ
る
。

疋
田
啓
佑
先
生
が
登
壇

　「
現
代
に
生
き
る
陽
明
学
」を
講
義

県
民
文
化
大
学
特
別
講
座

県
民
文
化
大
学
特
別
講
座

ふ
る
さ
と
文
化
誌
第
１３
号

　
　
　
『
大
牟
田
ま
ち
物
語
』市
に
寄
贈

ふ
る
さ
と
文
化
誌
第
１３
号

　
　
　
『
大
牟
田
ま
ち
物
語
』市
に
寄
贈

　
県
文
連
は
、
3
月
に
発
行
し
た『
大
牟
田
ま
ち
物

語
』
２
５
０
部
を
大
牟
田
市
に
寄
贈
、
5
月
12
日
、

同
誌
編
纂
委
員
会
の
古
賀
透
副
会
長
ら
が
市
役
所

を
訪
れ
、
関
好
孝
市
長
に
差
し
上
げ
た
。

　
『
大
牟
田
ま
ち
物
語
』は
、
県
文
連
が
２
０
１
２

年
度
か
ら
刊
行
し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
文
化
誌
」
シ

リ
ー
ズ
の
13
号
目
。

　
〝
燃
え
る
石
の
発
見
〞
に
始
ま
る
石
炭
産
業
と
と

も
に
発
展
し
て
き
た
町
・
大
牟
田
。
三
池
炭
鉱
関
連

の
遺
構
群
は
、
２
０
１
５
年
に
「
明
治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産
」
と
し
て
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
。

　
カ
ル
タ
や
押
し
花
文
化
発
祥
の
地
と
い
う
、
意
外

な
顔
の
紹
介
も
含
め
、
新
た
な
文
化
都
市
・
大
牟
田

が
「
や
さ
し
さ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
に

脱
皮
し
て
い
く
姿
を
描
き
出
し
て
い
る
。

　
三
池
史
談
会
の
大
城
美
知
信
会
長
、
市
立
三
池

カ
ル
タ
・
歴
史
資
料
館
の
梶
原
伸
介
館
長
や
市
の
職

員
ら
が
執
筆
し
て
い
る
。

　
寄
贈
を
受
け
た
関
市
長
は
「
昔
の
こ
と
だ
け
で
な

く
新
し
い
こ
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
市
民
が
、
自
分

の
ま
ち
を
よ
く
知
る
活
動
に
活
か
し
た
い
」
と
述
べ

た
。
市
内
の
小
中
学
校
や
公
民
館
、
市
立
図
書
館
な

ど
に
配
布
す
る
方
針
。

　
贈
呈
式
に
は
、
県
文
連
の
山
北
智
子
専
務
理
事

兼
事
務
局
長
、
玉
城
勝
則
事
業
部
長
、
大
牟
田
文
化

連
合
会
の
小
柳
和
孝
会
長
も
同
席
し
た
。
贈
呈
式
の

模
様
は
、
地
元
紙
の『
有
明
新
報
』
５
月
14
日
付
け

で
報
じ
ら
れ
た
。

　
『
大
牟
田
ま
ち
物
語
』は
定
価
６
０
０
円
。
県
文

化
団
体
連
合
会
事
務
局
（
電
０
９
２
・
６
４
３
・
２

８
７
５
）で
販
売
中
。

ふ
る
さ
と
文
化
誌 

第
14
号

令
和
８
年
３
月
発
行
予
定

「
春
日
ま
ち
物
語
」（
仮
題
）

関市長（左）に贈る古賀副会長

疋田啓佑 先生
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令
和
７
年
４
月
19
日
、
久
山
町
文
化
協
会

創
立
30
周
年
記
念
式
典
が
レ
ス
ポ
ア
ー
ル
久

山
で
開
催
さ
れ
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
打
ち
鳴

ら
す
「
久
山
欅
太
鼓
・
風
っ
鼓
」
の
演
奏
で

開
会
し
た
式
典
に
は
、
井
上
久
美
子
会
長
ら

文
化
協
会
関
係
者
の
ほ
か
、
西
村
勝
久
山
町

長
、
只
松
秀
喜
久
山
町
議
会
議
長
ら
来
賓
や

町
民
、
約
80
人
が
出
席
し
た
。

　
井
上
会
長
は
「
文
化
協
会
発
足
か
ら
こ
れ

ま
で
活
動
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
関
係
者
の

方
々
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
化
が
進

む
中
、
若
い
世
代
へ
の
伝
統
文
化
の
啓
発
を

進
め
、
後
継
者
育
成
に
努
め
る
こ
と
で
文
化

を
継
承
し
て
い
く
」
と
挨
拶
し
た
。

　
西
村
町
長
ら
の
祝
辞
の
あ
と
、
永
年
会
員

表
彰
が
行
わ
れ
、
30
年
に
わ
た
り
活
動
を
続

け
て
こ
ら
れ
た
日
本
舞
踊　
扇
桜
会
の
酒
井

信
子
さ
ん
を
は
じ
め
、
３
サ
ー
ク
ル
６
人
に

賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

　
式
典
の
後
、
福
岡
県
文
化
団
体
連
合
会
顧

問
で
、
歴
史
作
家
の
河
村
哲
夫
氏
に
よ
る
記

念
講
演
「
糟
屋
郡
の
古
代
伝
承
〜
神
武
天
皇

と
神
功
皇
后
〜
」
が
行
わ
れ
た
。

　
大
川
文
化
協
会
が
設
立
60
周
年
を
迎

え
、
令
和
７
年
５
月
24
日
に
総
会
と
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
を
大
川
市
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
た
。
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
木
下
修
二
会
長
は
、
60
年
間
の
感
謝

を
述
べ
る
と
と
も
に
「
未
来
へ
の
挑
戦
」

を
今
後
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
た
。

　
大
川
文
化
協
会
は
、
昭
和
40
年
に
発

足
し
、
現
在
は
木
下
会
長
の
も
と
、
45

団
体
・
５
０
６
人
の
会
員
が
所
属
し
て

い
る
。
毎
年
、「
大
川
市
民
文
化
祭
」や「
大

川
市
総
合
美
術
展
」、
隔
年
で
「
大
川
市

芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
て

い
る
ほ
か
、
協
会
の
機
関
誌
『
文
協
お

お
か
わ
』
を
年
１
回
発
行
し
て
い
る
。

　
設
立
60
周
年
記
念
「
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
」
に
は
、
春
日
市
に
駐
屯

し
て
い
る
陸
上
自
衛
隊
第
４
音
楽
隊
が

出
演
し「
天
国
の
島
」な
ど
を
演
奏
し
た
。

大
川
文
化
協
会
に
所
属
す
る
大
川
グ

リ
ー
ン
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
桐
の
花
女
声
合

唱
団
、
大
川
児
童
合
唱
団
と
の
共
演
も

あ
り「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」や「
花
は
咲
く
」

な
ど
の
交
流
合
唱
が
披
露
さ
れ
た
。

　
機
関
誌
の
「
文
協
お
お
か
わ
」
は
、
設

立
60
周
年
記
念
誌
と
し
て
令
和
８
年
３
月

に
発
行
す
る
予
定
。

　
同
協
会
で
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
若

い
世
代
の
加
入
と
加
盟
団
体
間
の
横
の
交

流
を
挙
げ
て
い
る
。

久
山
町
文
化
協
会 

創
立
３０
周
年
記
念
式
典

久
山
町
文
化
協
会 

創
立
３０
周
年
記
念
式
典

大
川
文
化
協
会
設
立
６０
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

大
川
文
化
協
会
設
立
６０
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

来賓や表彰を受けられた皆さん

交流合唱によるフィナーレ

太鼓演奏によるオープニング

ひ
さ
や
ま
け
や
き
だ
い
こ

せ
ん
お
う
か
い

か
ぜ 

っ   
こ
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開会式

　
北
九
州
文
化
連
盟
・
毎
日
新
聞
社
が
主
催
す
る
第
63
回
北
九
州
芸
術
祭
の
開
会

式
が
４
月
２
日
、
ウ
ェ
ル
と
ば
た
で
開
か
れ
、
同
文
化
連
盟
会
員
や
行
政
関
係
者

ら
１
３
２
人
が
参
加
し
た
。

　
開
会
式
は
、「
北
九
州
邦
友
会
」
の
子
ど
も
会
員
に
よ
る
日
本
舞
踊
で
始
ま
り
、

北
九
州
文
化
連
盟
の
大
野
弘
会
長
が
「
北
九
州
は
こ
れ
ま
で
文
化
の
薫
る
街
と
し

て
栄
え
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
も
の
を
次
世
代
に
つ
な
げ
る
べ
く
地
域
の

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。

　
武
内
和
久
北
九
州
市
長
、
中
村
義
雄
北
九
州
市
議
会
議
長
、
県
文
連
の
宇
田
川

宣
人
理
事
長
が
来
賓
祝
辞
を
述
べ
た
あ
と
、
昨
年

の
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鳥
取
大
会
の
受
賞
者
表
彰
が

行
わ
れ
た
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
北
九
州
音
楽

文
化
連
盟
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
の
見
事
な
ピ
ア
ノ
演
奏

が
披
露
さ
れ
た
。

　
北
九
州
芸
術
祭
は
４
月
か
ら
５
月
ま
で
の
２
か

月
に
わ
た
り
、
市
内
各
地
で
美
術
、
音
楽
、
伝
統

芸
能
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

約
１
８
０
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　
５
月
24
日
・
25
日
に
は
創
立
80
周
年
を
迎
え
た

劇
団
青
春
座
が
2
4
6
回
公
演
「
神
々
の
憂
鬱
」

を
北
九
州
芸
術
劇
場
中
劇
場
で
開
催
。「
日
本
人
に

と
っ
て
神
と
は
何
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
神
の
存
在

が
薄
れ
た
日
本
社
会
に
う
ん
ざ
り
し
て
い
る
天
照

大
御
神
を
は
じ
め
、
I
T
系
の
神
な
ど
が
地
元
の

神
社
に
集
ま
り
、
人
々
の
夢
を
叶
え
る
た
め
に
奮

闘
す
る
物
語
。
祭
り
の
継
承
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
現
代
の
課
題
を
随
所
に
取
り
込
ん
だ
ウ
ィ
ッ
ト

に
溢
れ
た
ス
テ
ー
ジ
に
観
客
は
思
わ
ず
笑
っ
た
り

涙
ぐ
ん
だ
り
と
大
い
に
魅
了
さ
れ
た
。

第
６３
回
北
九
州
芸
術
祭

第
６３
回
北
九
州
芸
術
祭

「神々の憂鬱」の舞台

バ
レ
エ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
5

バ
レ
エ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
5

F
U
K
U
O
K
A
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

F
U
K
U
O
K
A
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
福
岡
市
バ
レ
エ
協
会
が
主
催
す
る
「
バ
レ
エ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
2
5
」
が
、
８
月
３
日
、
福
岡
市
の
ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
同
協
会
は
1
9
5
8
年
創
立
、
ア
ク

ロ
ス
福
岡
で
の
公
演
は
10
回
目
。

　
第
１
部
で
は
５
つ
の
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
が
作
品
を
披
露
。
第
２
部

で
は
英
国
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
ロ
イ
ヤ
ル
バ
レ
エ
団
の
元
プ
リ
ン
シ
パ
ル

で
、
世
界
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
佐
久
間
奈
緒
さ
ん
（
福
岡
市

出
身
）、
厚
地
康
雄
さ
ん
を
迎
え
、
中
世
十
字
軍
時
代
の
南
フ
ラ
ン

ス
を
舞
台
と
し
た
「
ラ
イ
モ
ン
ダ
」
第
３
幕
を
福
岡
市
バ
レ
エ
協
会
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
演
出
に
て
上
演
。

二
人
を
軸
に
、
各
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
が
合
同
で
出
演
し
た
優
雅
で
華
麗
な
ス
テ
ー
ジ
は
観
客
を
魅
了

し
た
。
福
岡
市
バ
レ
エ
協
会
の
鶴
田
美
佳
子
理
事
長
は
、「
佐
久
間
さ
ん
、
厚
地
さ
ん
の
卓
越
し
た

芸
術
性
の
も
と
、
皆
が
一
つ
に
な
っ
て
ス
テ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
る
貴
重
な
機
会
に
な
っ
た
。
福
岡
バ

レ
エ
界
の
発
展
に
つ
な
げ
た
い
」
と
言
っ
て
い
る
。

　
福
岡
県
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
の
第
５
回
合
同
演
奏
会
F
U
K
U
O
K
A
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
令
和
８
年
３
月
21
日
の
午
後
２
時
か
ら
、
ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
る
。
こ
の
合
同
演
奏
会
は
４
〜
５
年
毎
に
開
催
し
て
い
る
が
、
前
回
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
し

た
た
め
、
10
年
ぶ
り
の
開
催
。
指
揮
者
に
N
H
K
交
響
楽
団
正
指
揮
者
の
下
野
竜
也
さ
ん
を
迎
え
、
加

盟
21
団
体
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

で
豊
か
な
感
性
に
溢
れ
た
ス
テ
ー
ジ
を
お
届
け
す
る
。

　
曲
目
は
、
グ
ロ
ー
フ
ェ
作
曲
の
「
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ

オ
ン
」
組
曲
、Ｒ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
曲
の
「
ア
ル
プ
ス

交
響
曲
」。

　
入
場
料
は
、
２
千
円
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
、

福
岡
県
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
田
中
さ
ん
＝
０
９
０
（
７

４
５
４
）
１
７
８
８

NHK交響楽団正指揮者
下野 竜也 さん
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ア
ジ
ア
美
術
家
連
盟
日
本
委
員
会
展

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
か
ら

特
別
出
品
も

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
か
ら

特
別
出
品
も

直
方
谷
尾
美
術
館
で
是
澤
清
一
展

９３
歳
の
画
業
を
振
り
返
る

９３
歳
の
画
業
を
振
り
返
る

　
2
0
2
5
県
シ
ニ
ア
美
術
展
が
7
月
15
日
か
ら
7
日
間
、
県
立
美
術

館
で
開
か
れ
、
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
な
ど
全
7
部
門
、
4
1
6
点
の

作
品
が
展
示
さ
れ
た
。
7
月
18
日
に
は
受
賞
式
が
行
わ
れ
、
優
秀
作
品

に
宇
田
川
宣
人
県
美
術
協
会
理
事
長
ら
か
ら
県
知
事
賞
（
各
部
門
最
優

秀
）
や
県
文
化
団
体
連
合
会
賞
な
ど
が
贈
ら
れ
た
。

　
シ
ニ
ア
美
術
展
は
、
県
美
術
協
会
が
60
歳
以
上
を
対
象
の
美
術
展
を

構
想
し
て
１
９
９
８
年
に
ス
タ
ー
ト
。
２
０
１
４
年
か
ら
は
県
と
県
美

協
共
催
に
な
り
、
現
在
は
、
ふ
く
お
か
県
芸
術
文
化
祭
参
加
事
業
。

　
な
お
、
県
美
術
協
会
は
６
月
21
日
、
定
時
総
会
を
開
き
、
小
田
部
黄

太
理
事
長
の
退
任
、
宇
田
川
氏
の
新
理
事
長
就
任
を
承
認
し
た
。

■ 

県
知
事
賞
、
県
文
化
団
体
連
合
会
賞
の
受
賞
者
（
敬
称
略
）

　
【
県
知
事
賞
】
日
本
画
＝
日
野
智
恵
子
▽
洋
画
＝
又
丸
久
▽
彫
刻
＝

田
中
勉
▽
工
芸
＝
永
島　
士
之
▽
書
＝
上
瀧
豊
▽
写
真
＝
和
田
敏
枝
▽

デ
ザ
イ
ン
＝
澤
野
啓
子

　
【
県
文
化
団
体

連
合
会
賞
】
日
本

画
＝
廣
瀬
重
夫
▽

洋
画
＝
羽
野
泰
子

▽
書
＝
松
浦
ま
ゆ

み
▽
写
真
＝
白
川

勉

　
第
31
回
ア
ジ
ア
美
術
家
連
盟
日
本
委
員
会
展
（
県

文
連
な
ど
後
援
）
が
４
月
17
日
か
ら
22
日
ま
で
、
福

岡
市
博
多
区
の
福
岡
ア
ジ
ア
美
術
館
企
画
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
か
れ
た
。

　
ア
ジ
ア
美
術
家
連
盟
は
、
ア
ジ
ア
各
国
・
地
域
の

文
化
や
歴
史
を
尊
重
し
、
新
し
い
現
代
美
術
の
創
造

を
目
的
に
、
各
国
の
美
術
館
で
の
国
際
展
と
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
て
き
た
。

　
今
回
の
日
本
委
員
会
展
に
は
、
同
委
員
会
メ
ン

バ
ー
の
絵
画
、
版
画
、
立
体
・
彫
刻
の
ほ
か
、
外
国

人
交
流
会
員
の
大

作
や
力
作
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
と
イ
ン
ド

か
ら
の
特
別
出
品

な
ど
76
人
の
多
彩

な
作
品
が
並
ん
だ
。

　
県
文
連
理
事
長

で
ア
ジ
ア
美
術
家

連
盟
日
本
委
員
会
の
代
表
を
務
め
る
宇
田
川
宣
人

さ
ん
、
県
文
連
特
別
個
人
会
員
の
光
行
洋
子
さ
ん
、

古
本
元
治
さ
ん
の
絵
画
、
県
文
連
理
事
の
小
田
部
黄

太
さ
ん
の
彫
刻
な
ど
も
出
品
さ
れ
た
。

　
県
文
連
顧
問
の
是
澤
清
一
さ
ん
の
画
業
を
振
り
返

る
是
澤
清
一
展
が
、
４
月
19
日
か
ら
６
月
８
日
ま
で

直
方
市
の
直
方
谷
尾
美
術
館
で
開
か
れ
た
。
是
澤
さ

ん
は
、
田
川
市
出
身
で
同
市
在
住
の
93
歳
。
直
方
谷

尾
美
術
館
の
創
設
に
関
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
同
展

が
実
現
し
た
。

　
会
場
に
は
、
筑
豊
を
描
い
た
「
ボ
タ
山
と
炭
住
」

や
「
英
彦
山
参
道
冬
景
」
の
ほ
か
、
エ
ジ
プ
ト
や
イ

タ
リ
ア
の
風
景
画
な
ど
約
50
点
が
並
ん
だ
。
会
期
中

に
は
是
澤
さ
ん

に
よ
る
講
演

会
、
是
澤
さ
ん

が
指
導
す
る
ス

ケ
ッ
チ
大
会
も

遠
賀
川
の
水
辺

で
催
さ
れ
た
。

　
是
澤
さ
ん

は
、
田
川
文
化
連
盟
会
長
や
田
川
市
美
術
館
館
長
な

ど
を
務
め
た
。
県
文
連
で
は
、
副
会
長
や
副
理
事
長

な
ど
を
歴
任
、
平
成
26
年
か
ら
顧
問
。

ふ
く
お
か
県
芸
術
文
化
祭
２
０
２
５

シ
ニ
ア
美
術
展

シ
ニ
ア
美
術
展

県文連賞
羽野 泰子さんの「雪解け」

是澤さん講演会
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令
和
7
年
（
2
0
2
5
）
５
月
30
日
、

85
歳
で
ご
逝
去
。
北
九
州
市
の
劇
団
青

春
座
の
代
表
や
北
九
州
文
化
連
盟
会
長

を
務
め
る
な
ど
地
域
の
芸
術
・
文
化
活

動
に
幅
広
く
貢
献
し
た
。

　
県
文
連
で
は
平
成
23
年
（
2
0
1
1
）

か
ら
常
任
理
事
、
同
28
年
か
ら
副
会
長

を
務
め
、
令
和
４
年
に
顧
問
に
就
任
し

た
。

　
劇
団
青
春
座
で
は
、
半
世
紀
に
わ
た

り
代
表
を
務
め
た
。「
郷
土
シ
リ
ー
ズ
」、

社
会
現
象
を
検
証
す
る
「
現
代
シ
リ
ー

ズ
」
を
柱
に
上
演
を
続
け
、
東
京
公
演

や
海
外
公
演
も
行
っ
た
。

　
平
成
５
年
に
「
北
九
州
演
劇
祭
」
を

初
代
実
行
委
員
長
と
し
て
立
ち
上
げ
、

翌
年
に
は
日
本
劇
作
家
協
会
北
九
州
大

会
を
誘
致
す
る
な
ど
、
北
九
州
演
劇
界

の
発
展
に
尽
力
し
た
。

　
こ
の
夏
ま
で
の
４
か
月
間
に
、
長

年
に
わ
た
っ
て
県
文
連
の
発
展
に
尽

力
・
貢
献
し
て
く
だ
さ
っ
た
幹
部
３

氏
が
立
て
続
け
に
亡
く
な
り
ま
し

た
。

　
北
九
州
市
の
市
民
劇
団
青
春
座

で
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
代
表
を
務
め

た
井
生
定
巳
さ
ん
と
、
大
野
城
市
の

市
民
劇
団
迷
子
座
を
40
年
間
主
宰

し
た
長
澤
幸
司
さ
ん
は
、
県
演
劇
界

の
重
鎮
で
し
た
。
県
文
連
で
は
お
二

人
と
も
常
任
理
事
、
副
会
長
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
3
人
目
の
歴
史
作
家
・

河
村
哲
夫
さ
ん
は
、
2
0
0
7
年
か

ら
５
年
間
の
専
務
理
事
兼
事
務
局

長
在
任
中
は
、
県
文
連
の
活
性
化

に
努
め
ら
れ
、
今
日
に
続
く
活
動
ス

タ
イ
ル
を
基
礎
固
め
し
て
く
れ
た

人
で
す
。3
氏
と
も
に
顧
問
と
し
て
、

亡
く
な
る
日
ま
で
何
か
と
県
文
連

の
こ
と
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
生
前
の
ご
活
躍
を
讃
え
、
心
か

ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

合　
掌　

訃
報

井
生
定
巳
さ
ん

（
享
年
85
歳
）

　
令
和
７
年
（
2
0
2
5
）
６
月
６
日
、

88
歳
で
ご
逝
去
。
大
野
城
市
で
市
民
劇

団「
迷
子
座
」を
40
年
間
に
わ
た
り
主
宰
、

「
古
代
山
城
サ
ミ
ッ
ト
」
開
催
に
関
わ
る

な
ど
地
域
の
文
化
振
興
に
努
め
た
。

　
県
文
連
で
は
平
成
18
年
（
2
0
0
6
）

か
ら
常
任
理
事
、
同
22
年
か
ら
副
会
長

を
務
め
、
同
28
年
に
顧
問
に
就
任
し
た
。

　
昭
和
60
年
に
迷
子
座
を
結
成
し
、
地

域
に
残
さ
れ
た
民
話
な
ど
を
題
材
に
し

た
劇
を
上
演
。
脚
本
を
書
き
、
演
出
も

行
っ
た
。

　
大
野
城
市
文
化
連
盟
の
副
会
長
や
会

長
を
歴
任
。
古
代
山
城
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

同
市
長
に
開
催
を
提
案
、
関
係
自
治
体

を
巻
き
込
ん
で
平
成
22
年
の
初
開
催
に

こ
ぎ
着
け
た
。
同
21
年
に
福
岡
県
地
域

文
化
功
労
者
表
彰
、
同
24
年
に
文
化
庁

の
地
域
文
化
功
労
者
表
彰
を
受
け
た
。

長
澤
幸
司
さ
ん

（
享
年
88
歳
）

　
令
和
７
年
（
2
0
2
5
）
８
月
25
日
、

77
歳
で
ご
逝
去
。
福
岡
県
職
員
を
経
て
、

平
成
19
年
（
2
0
0
7
）
か
ら
県
文
連
専

務
理
事
兼
事
務
局
長
。
在
任
中
の
5
年

間
、
従
来
か
ら
の
県
民
文
化
祭
（
現
・
県

芸
術
文
化
祭
）に
注
力
す
る
ほ
か
、
県
民

文
化
大
学
・
ふ
る
さ
と
文
化
講
座
、
各
種

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
講
演
会
、
ふ
る
さ
と
文
化

誌
刊
行
な
ど
新
規
事
業
を
打
ち
出
し
た
。

そ
の
後
、
参
与
を
経
て
顧
問
。

　
柳
川
市
の
出
身
で
、『
立
花
宗
茂
』『
柳

川
城
炎
上
〜
立
花
壱
岐
・
も
う
ひ
と
つ
の

維
新
史
〜
』
な
ど
郷
土
関
連
の
著
作
が
多

い
が
、
神
功
皇
后
、
景
行
天
皇
な
ど
記
紀

の
世
界
が
歴
史
作
家
・
河
村
の
真
骨
頂
。

　
福
岡
ア
ジ
ア
文
化
塾
代
表
、
西
日
本

新
聞
Ｔ
Ｎ
Ｃ
文
化
サ
ー
ク
ル
、
朝
日
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
講
師
も
務
め
、

講
演
や
著
述
な
ど
精
力
的
に
活
動
し
た
。

河
村
哲
夫
さ
ん

（
享
年
77
歳
）
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令
和
７
年
度
の
九
州
・
沖
縄
文
化
団
体
協
議
会
が
７

月
10
日
、
博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

　
同
協
議
会
は
、
九
州
・
沖
縄
に
お
け
る
総
合
芸
術
文

化
団
体
の
交
流
を
図
り
、
地
方
芸
術
文
化
の
振
興
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
11
年
度
に
始
ま
り
、
今

回
で
24
回
目
。
各
県
が
一
堂
に
会
し
て
文
化
団
体
の
現

状
や
課
題
を
議
論
す
る
場
と
し
て
、
今
後
は
よ
り
会
議

機
能
を
強
化
し
て
い
こ
う
と
、
昨
年
度
、
名
称
を
「
連

絡
会
議
」
か
ら
「
協
議
会
」
と
変
更
し
た
。

　
各
県
の
持
ち
回
り
開
催
３
巡
目
と
な
る
今
回
の
協
議

会
に
は
、
各
県
文
化
団
体
の
代
表
や
事
務
局
員
16
人
が

出
席
し
、
開
催
県
で
あ
る
福
岡
県
文
化
団
体
連
合
会
の

宇
田
川
理
事
長
が
議
長
を
務
め
る
中
、
財
政
運
営
健
全

化
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
加
盟
団
体
の
発
表
の
場
の

確
保
な
ど
６
つ
の
議
題
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
た
。

　
財
政
運
営
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
各
県
と
も
コ
ロ
ナ
禍
や
高
齢
化
の
影
響
に
よ
る
会

員
数
の
減
少
、
諸
物
価
高
騰
に
よ
る
経
費
増
な
ど
共
通

の
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
会
員
獲
得
、
自
主
事
業
の

見
直
し
、
事
務
経
費
の
削
減
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
い
ず
れ
の
県
も
財
源
の
確
保
及

び
組
織
体
制
の
強
化
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
行
政
や

関
係
団
体
と
の
連
携
が
不
可
欠
と
の
認
識
で
一
致
し
た
。

　
加
盟
団
体
の
発
表
の
場
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
特
に

郷
土
芸
能
に
発
表
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
が
重
要
と
の

考
え
か
ら
、
鹿
児
島
県
か
ら
他
県
の
状
況
と
考
え
を
聞

き
た
い
と
し
て
議
題
が
提
出
さ
れ
た
。
行
政
や
関
連
団

体
と
と
も
に
芸
術
文
化
祭
な
ど
を
主
催
し
、
地
域
の
芸

能
や
伝
統
文
化
公
演
な
ど
も
含
め
て
加
盟
団
体
の
発
表

の
場
を
確
保
し
て
い
る
県
が
４
県
、
加
盟
団
体
が
各
自

で
実
施
す
る
公
演
な
ど
へ
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
県
が

４
県
で
あ
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
加
盟
団
体
に
郷
土
芸
能

団
体
が
入
っ
て
い
な
い
県
も
あ
っ
た
。
郷
土
芸
能
に
つ

い
て
は
、
各
県
で
担
当
す
る
部
署
が
様
々
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
鹿
児
島
県
か
ら
各
県
に
協
力
を
求
め
、
後
日
調

査
を
行
う
こ
と
で
了
承
さ
れ
た
。

　
翌
11
日
は
太
宰
府
市
の
九
州
国
立
博
物
館
を
視
察
。

富
田
淳
館
長
か
ら
、
今
年
20
周
年
を
迎
え
る
同
館
の
コ

ン
セ
プ
ト
や
展
示
の
特
徴
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
な
ど
説

明
を
受
け
た
後
、
山
田
信
吾
副
館
長
の
案
内
で
館
内
を

視
察
し
た
。
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
は
、
貴
重
な
文
化
財
を

守
る
た
め
、
綿
密
に
設
計
さ
れ
た
保
管
庫
や
、
高
機
能

の
免
震
構
造
、
優

れ
た
保
存
修
復
術

を
見
学
、
常
設
展

示
室
で
は
、
副
館

長
の
丁
寧
な
説
明

の
も
と
、
日
本
と

ア
ジ
ア
と
の
交
流

の
歴
史
を
感
じ
る

展
示
品
を
鑑
賞
し

た
。

　
来
年
度
は
、
熊

本
県
で
開
催
さ
れ

る
。

令和７年度 九州・沖縄文化団体協議会令和７年度 九州・沖縄文化団体協議会
福岡県で開催　九州国立博物館を視察

福
岡
文
化
連
盟

　
　
「
藝
術
舞
台
」

ス
ペ
シ
ャ
ル
版

﹁
博
多
っ
子
純
情
番
外
編
﹂

ス
ペ
シ
ャ
ル
版

﹁
博
多
っ
子
純
情
番
外
編
﹂

　
福
岡
文
化
連
盟
は
10
月
26
日
、
福
岡

市
民
ホ
ー
ル
で
「
藝
術
舞
台
２
０
２
５
」

を
開
催
す
る
。
昭
和
１
０
０
年
、
文
連

創
立
60
周
年
な
ど
に
ち
な
む
ス
ペ
シ
ャ

ル
版
で
、
演
目
は
「
福
博
１
０
０
年
、
博

多
っ
子
純
情
番
外
編
」（
仮
題
）。
人
気

漫
画
『
博
多
っ
子
純
情
』の
作
者
長
谷

川
法
世
さ
ん
が
監
修
す
る
。

　
ふ
く
お
か
県
芸
術
文
化
祭
２
０
２
５

参
加
事
業
。

県文連
「新春のつどい」

お知らせ

県文連
「新春のつどい」

お知らせ
令和８年１月29日（木）17時～

西鉄ソラリアホテル
　「北斗の間」

九州国立博物館のエントランスで

　
令
和
７
年
（
2
0
2
5
）
６
月
６
日
、

88
歳
で
ご
逝
去
。
大
野
城
市
で
市
民
劇

団「
迷
子
座
」を
40
年
間
に
わ
た
り
主
宰
、

「
古
代
山
城
サ
ミ
ッ
ト
」
開
催
に
関
わ
る

な
ど
地
域
の
文
化
振
興
に
努
め
た
。

　
県
文
連
で
は
平
成
18
年
（
2
0
0
6
）

か
ら
常
任
理
事
、
同
22
年
か
ら
副
会
長

を
務
め
、
同
28
年
に
顧
問
に
就
任
し
た
。

　
昭
和
60
年
に
迷
子
座
を
結
成
し
、
地

域
に
残
さ
れ
た
民
話
な
ど
を
題
材
に
し

た
劇
を
上
演
。
脚
本
を
書
き
、
演
出
も

行
っ
た
。

　
大
野
城
市
文
化
連
盟
の
副
会
長
や
会

長
を
歴
任
。
古
代
山
城
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

同
市
長
に
開
催
を
提
案
、
関
係
自
治
体

を
巻
き
込
ん
で
平
成
22
年
の
初
開
催
に

こ
ぎ
着
け
た
。
同
21
年
に
福
岡
県
地
域

文
化
功
労
者
表
彰
、
同
24
年
に
文
化
庁

の
地
域
文
化
功
労
者
表
彰
を
受
け
た
。
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77号県文連ふくおか
令和７年９月

山北　智子
古賀　　透、木下　良弘

川本印刷株式会社
〒812－0888　福岡市博多区板付二丁目5－20

〒812－0046　福岡市博多区吉塚本町13－50

092 591 5110

092 643 2875

092 643 2876

092 591 5113

　
「
陝
西
省
か
ら
合
同
観
光
セ
ミ
ナ
ー
の

打
診
が
き
て
い
ま
す
け
ど
、
ど
う
し
ま

す
？
」―
昨
年
12
月
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の

問
い
か
け
に
、「
陝
西
省
？
」「
省
都
は
西
安

市
。兵
馬
俑
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
よ
」

　
当
時
、私
は
県
の
観
光
局
職
員
で
、国
内

外
か
ら
観
光
客
を
呼
び
込
む
こ
と
が
仕

事
。特
に
海
外
か
ら
の
誘
客
に
直

行
便
の
有
無
は
大
き
い
。福
岡
空

港
と
西
安
と
の
初
の
直
行
便
就

航
を
機
に
し
た
企
画
と
聞
き
、
ぜ

ひ
や
り
ま
し
ょ
う
と
、
急
い
で
準

備
し
、
３
月
下
旬
の
午
後
、
福
岡

の
ホ
テ
ル
、
旅
行
会
社
関
係
者
ら

と
西
安
に
向
か
っ
た
。

　
始
皇
帝
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
、
遣

唐
使
な
ど
、
中
国
の
歴
史
を
思
い

出
し
な
が
ら
約
４
時
間
の
フ
ラ

イ
ト
の
後
、
到
着
し
た
西
安
市

は
、
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
大
都

会
。か
つ
て
長
安
と
呼
ば
れ
た
中

国
王
朝
の
都
市
は
今
や
人
口
約

１
３
０
０
万
人
、
中
国
西
北
地
方

の
政
治
、経
済
の
中
心
地
だ
。

　
し
か
し
、
ど
こ
と
な
く
街
に
洗
練
さ
れ

た
雰
囲
気
が
あ
り
、西
安
市
長
の「
歴
史
遺

産
を
活
か
し
た
国
際
文
化
都
市
と
し
て
の

発
展
を
目
指
し
、
地
下
鉄
や
公
園
な
ど
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て
い
る
」
と
の
説
明

に
、な
る
ほ
ど
と
納
得
し
た
。

　
翌
日
、
華
麗
な
中
国
古
典
舞
踊
で
始

ま
っ
た
観
光
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
陝
西
省
文

化
観
光
庁
長
官
ら
幹
部
が
出
席
、
メ
デ
ィ

ア
も
多
数
集
ま
り
、
現
地
の
関
心
の
高
さ

が
窺
え
た
。日
中
約
30
社
が
参
加
し
た
商

談
会
で
は
、情
報
交
換
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、

団
体
の
宿
泊
予
約
が
入
っ
た
企
業
も
あ

り
、
今
後
も
商
談
が
継
続
す
る
こ
と
を
願

い
つ
つ
、
翌
早
朝
、
西
安
を
発
っ

た
。
　
短
い
滞
在
で
あ
っ
た
が
、兵
馬

俑
や
街
を
囲
む
見
事
な
城
壁
な

ど
を
実
際
に
見
て
、中
国
の
広
大

さ
、
歴
史
文
化
の
厚
み
を
感
じ

た
。こ
れ
ま
で
は
文
化
行
政
に
縁

が
な
く
、４
月
か
ら
県
文
連
で
仕

事
を
す
る
直
前
の
西
安
出
張
に

は
、文
化
を
し
っ
か
り
勉
強
し
な

さ
い
と
の
暗
示
で
も
あ
っ
た
の

か
な
と
思
う
。福
岡
は
古
代
か
ら

中
国
大
陸
と
の
経
済
・
文
化
な

ど
の
交
流
拠
点
と
し
て
発
展
し

て
き
た
。そ
の
歴
史
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
現
代
の
文
化
芸
術
、
地
域

の
文
化
活
動
な
ど
を
学
び
、
会
員
団
体
は

じ
め
関
係
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
福
岡
県
の
文
化
振
興
の
お
役
に
立

ち
た
い
と
願
う
。

　
余
談
だ
が
、
帰
国
は
上
海
経
由
便
を
利

用
。乗
換
に
伴
う
待
ち
時
間
に
加
え
、出
発

遅
延
も
あ
り
約
12
時
間
か
か
っ
た
。や
は

り
直
行
便
の
有
無
は
大
き
い
。　 （
山
北
）

　平成 4年（1992）11月、県内で活動する地域別の文化団体67、分野別25の計92団体が参加して結成。
16年秋には、県と協力して第19回国民文化祭ふくおか2004（愛称「とびうめ国文祭」）を推進、大成功
を収めた。創立以来、県芸術文化祭（旧 県民文化祭）を開催するほか、県民文化大学講座など独自の文
化企画を展開している。現在は地域別63団体、分野別23団体、特別個人会員47名が加盟。末端会員は推
定20万人。

せ
ん
せ
い
し
ょ
う

へ
い
ば
よ
う
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福岡県文化団体連合会

▼ 

企
業  

団
体
会
員

 

（
公
財
）ア
ク
ロ
ス
福
岡

 

ア
ジ
ア
美
術
家
連
盟 

日
本
委
員
会

 

飯
塚
信
用
金
庫

 
一
番
食
品（
株
）

 
英
進
館（
株
）

 

（
株
）エ
ル
テ
ッ
ク
ス・ヨ
シ
ダ

 

（
有
）海
鳥
社

 

（
株
）か
さ
の
家

 

九
州
電
力（
株
）

 

（
公
財
）九
州
交
響
楽
団

 

（
株
）九
電
工

 

（
株
）Ｑ
Ｔ
ｎ
ｅ
ｔ

 

久
留
米
運
送（
株
）

 

（
公
財
）末
永
文
化
振
興
財
団

 

西
部
ガ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）

 

（
株
）如
水
庵

 

人
生
史
サ
ー
ク
ル
黄
櫨
の
会

 

蝶
屋（
株
）

 

（
学
）中
村
産
業
学
園 

九
州
産
業
大
学

 

（
株
）西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

 

西
日
本
鉄
道（
株
）

 

西
日
本
プ
ラ
ン
ト
工
業（
株
）

 

日
本
経
済
大
学 

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

 

（
公
財
）日
本
習
字
教
育
財
団

 

（
株
）日
本
旅
行
九
州
法
人
営
業
部

 

（
株
）ひ
よ
子

 

（
株
）ピ
ア
ノ
タ
ー
ミ
ナ
ル・ナ
カ
ム
ラ

 

福
岡
県
教
育
庁
部
課
長
会

 

福
岡
県
教
育
庁
参
事・補
佐
会

 

（
株
）福
岡
銀
行

 

福
岡
県
信
用
保
証
協
会

 

ふ
く
お
か
ア
ジ
ア
文
化
塾

 

（
株
）福
岡
こ
ど
も
ク
ラ
ブ

 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 　
　
　
　
　
　
　

  

と
び
う
め
の
会

 
（
株
）山
口
油
屋
福
太
郎

▼ 

個
人
会
員

　 

王
寺
陽
一
郎
・
岡　
征
二・唐
川
茂
樹

TEL.092-643-2875に連絡ください。
追って手続き書類をお送りしますのでよろしくお願いいたします。

（
50
音
順
）

会報「県文連ふくおか」の送付（年２回）
会報とホームページへの賛助会員の掲載と紹介
その他、県文連主催行事、関係情報の提供


